
スタンフォード大学フーヴァー研究所文書館が所蔵する

戦中戦後の中国関係資料について

松本俊郎

1 .資料へのアクセスについて

2007年4月から文部科学省国際化推進プログラム(海外先進研究実践支援)の奨

学金を得てカリフオルニア州立大学イースト・ベイ校 (Hayward)で研修を続けている。

East Bay地域に居住できるという好機を利用して、研修先での生活が落ち着いてきた

6月から、折を見てはスタンフォード大学フーヴァー研究所の文書館(Archives) を

訪れてきた。同研究所にはArchivesとは別にHooverLibraryも設置されている。ここ

では同Archivesの利用方法とそこに所蔵されている中国関係資料について、私の関

心に引きつけながら、紹介させていただくことにする。

はじめに大学図書館全体との関わりについて触れておくと、スタンフォード大学に

はCoordinateLibrariesを含めると 20を越える図書館が設置されており、その所蔵書

籍は検索サイト SOCRATESによって一括検索することができる。

サイト(1): SOCRATESニ StanfordOnline Catalog 

http://library.stanford.edulsocrates 

このサイトを利用すると中国近現代史に関係する貴重な資料や書籍がフーヴァー研

究所ばかりでなく MeyerLibra旬、 GreenLibrary、AuxiliaryLibrary等に所蔵されてし、

ることがわかる。補足すると、 MeyerLibraryにはフーヴァー研究所から旧 EastAsian 

Collectionを移管して EastAsia Libraryが設置されている。移管は、フーヴァー研究所

とスタンフォード大学図書館 (SUL)の聞の業務調整の一環として、数年の準備の後、

2000年から 2003年にかけて行われた。所蔵資料や職員の移動内容については、移行

過程で論議された問題も含めて、ネット上に公開されている。

http://www -sul.stanford.edul dep臼/diroff/hoove町巴alignl

図書館組織を再編した結果、Archivesは20世紀になってからの‘specialmaterials' 

(personal papers， records of organizations， pamphlets， leaf1ets， posters， and other fugitive 

material)を、 SULは‘publishedand trade materials'すなわち‘generallibrary materials 

(books， newspapers， and periodicals) ，を分担して収集することになった。機関内部で

の流通にとどまった政府文書の収集は、Archivesの管轄とされている (Hoover/SUL

Realignment， Attachrnent 1)。これにともなってフーヴァー研究所所蔵資料の 50-60%

がSULのGreenLibrary， Meyer Libr紅y，Stanford Auxiliary Libraryに移されることになっ

た。もっとも移管問題に関する上記のサイトによれば、貴重書籍の移管についてはフ
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ーヴァー倶Ijの抵抗によって一部の移籍が見送られた節がある。また、 EastAsia Library 

(Myers Libary)のJapaneseStudies Librarianである NaomiKotake氏のご教示によれば、

同図書館の所蔵書籍の中にはいわゆる「灰色文献」が含まれている。実際に、旧 East

Asian Collectionが所蔵する中国関連資料を収録した 3点の目録、すなわち中国共産

党に関係する書籍、定期刊行物、新聞、草稿を対象としたHsueh，Chu-旬(1960，1962)

と、 1949年以前に発行された中国の大学紀要、学術雑誌を取り扱った Tung，Julia 

compiled (1982)に記載されている資料を SOCRATESで検索してみると、資料はEast

Asia Library、Green Library、SALに分散されている。 SOC孔もTESによる検索は、

pull-down menuによって HooverInstitution Archivesにアクセスし、対象を同Archives

に限定して行うことも可能であるが、こうした事情を考慮すると、全学の図書館を対

象として検索を行うことも必要である。ちなみに3点の目録はウェード式の表記をと

っており、検索にあたってはこれをピンイン表記に置き換える必要がある。所在を確

認することができない資料も出てきたが、その理由は不明である。

Archivesには文書6千万点、政治ポスター 10万点が所蔵されており、これらが

約5，000点のコレクションにまとめられている。 SOCRATESは 1977年以前に収集

された一部の資料を除いてArchivesの‘mostof the holdings'をカバーしているが、こ

れによって検出される書誌情報は、各コレクションの全体像に関する大まかなも

のである。具体的には diぽy，co町espondence，photograph， draft等々の形式的な特徴と

‘Depicts Manchurian'といったきわめて簡単な記述の Summary、そして作成者・収集

者の略歴と当該資料の作成年を把握することができる。約 5，000点のコレクションの

うち 1，000以上のコレクションについては、 SOCRATESによって検索される情報の

末尾に "preliminaryinventory"あるいは“register"の表記が付されている。これらの表

示がついたコレクションについては、上記の情報に加えて以下のサイト (2):Online 

Archive in Califomiaが有力な手助けとなる。 OnlineArchives Califomia(OAC: http:// 

www.oaωdlib.org)はカリフォルニアの各種研究所、博物館、図書館、文書館等が所

蔵している資料を対象としたdegitalinfonnation resourceであるが、表記のアドレス

はHooverInstitution所蔵資料の検索道具(釦ldingaids) にリンクされている。この

サイトによって、 collectionの下の単位となる boxやその下の単位である自leごとに

資料の形式的な特徴と‘relatingto the political and economic development of the F紅 East，

esp巴ciallyChina'とし、った内容に関する一般的な説明、そして作成者・収集者の経歴

に関するより詳細な情報を得ることができる。しかし、個々の資料の具体的な記述内

容や名称については、現物を boxや五leから取り出すまで掴むことができない。

サイト (2): Online Archive in Califomia 

h仕p:11sunsite2. berkeley. edul cgi -binl oac/hoover 

Archivesは地域別分野別に、ステーフ。ノレで綴じただけの簡単な小目録を編集し、

これを ReadingRoomで無料配布している (ex.HooverInstitution Ar叫ivesHoldings on 
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China， A4 size， 60 pages)。情報の内容はサイト(1):SOCRATESで得られるそれと

同じである。小目録の種類は私が数えたところでは210にものぼり、中国関係で

はChina版の他に Taiwan版， Hong Kong版が用意されている。 Revolutionary版や

Reconstruction版でまとめられた小目録にも、上記の小目録と重複して、中国関係資

料が含まれていると思われる。おそらくは時々に受け入れる資料数の多寡によって決

められるのであろうが、これらの目録が更新される期聞は様々で、毎年変更されてい

る目録もあれば数年にわたって変更されていない呂録もある。 China版についていえ

ば、最新の 2007年5月ヴァージョンは2006年5月ヴァージョンを受けて更新されて

おり、その聞に数ページ分のコレクションが増えている。 2007年5月時点での資料

数は 398コレクションである。

Reading Roomにはこれとは別に、各資料についてのより詳細な紹介情報が著書名

順にプリント・アウトされ、 124冊の黒色のファイルとして綴じられている(一部は

紙ボックス入)。その内容はサイト (2): Online Archive in Califomiaによって得られる

情報と同じであるが、この黒色の目録はたいへん便利な検索道具である。ネットで事

前に検索を済ませてこなかった利用者、あるいは入館後に新たな角度から資料を探そ

うとする利用者は小目録によってめぼしいコレクションを探し出し、各コレクション

記載欄の末尾に "preliminaryinventory"あるいは“register"の表記があれば黒色の目録

でさらに内容を確認してから出庫依頼を出すことになる。

閲覧時間は8時 15分から 4時45分までであり、係員が閲覧請求カードに基づいて

書庫から資料を搬出する時間は、 9時， 10時半， 11時半， 1時半，3時に限られている。

訪問前に SOC孔も:msやOnlineArchive in Califomiaにアクセスし、 ChinaやJewsChina 
あるいはコレクション名といったキーワードで資料を検索しておくと、貴重な閲覧時

間を有効に使うことができる。

2 資料について

フーヴァー研究所は 1919年に設立され、戦争と革命と平和という 3つの基本テー

マにそって膨大な資料を収集してきた。充実したコレクションを持つArchivesは、

研究者ばかりでなく、マスコミ関係者によってもひんぱんに利用されており、世界中

から集まる関覧希望者は年間で約 3，500人にのぼるという(同研究所ホームページ)。

Archive喧には 2005年に急逝したRape01 Nanjinの著者IrisChangのコレクションも収

められており、 2007年 1月からはReadingRoomにChinaFoundation for Human Rights 

Development (中国人権発展基金会)が寄贈した彼女の胸像が、創設者である Herbert

Hooverの胸像と並べて飾られている。

フーバー研究所についてはホームページに概況が紹介されているが、研究所なら

びにArchivesの前身でもある研究所附属の東アジア図書館 (EastAsian Collection)が

設立された経緯についてはPalm& Reed(1980)やDuignan(1989)にさらに詳細な説明

があり、 EastAsian Collectionの活動と同館が所蔵する資料については上級研究員で

ある RaymonH.Myers氏が館長 (Cぼator-Scholar，East Asian Collection)としてDuignan

1
 
1
 



ed. (1985)に解説文を載せている。

Archivesに収録されている中国関係のコレクションとしては ChiangKai-shek 

Diaries、T.V. Soong Papers、TheWorld War II Diaries ofGeneral Joseph W. Stilwellが有名

であり、これらについては同研究所のホームぺージにも CollectionHighlightsとして

解題が掲載されている。所蔵目録には中国近現代史をかじった者であれば誰もが知っ

ていると思われる政治家や学者、たとえばChin-kuoChiang， Kung Hsiang-his， Lossing 

Buck， Nym Wales， Karl A. Wi抗fogel，FredUtley， Arthur N. Yong， Charles F. Remerとし、った

人物のコレクションが並んでいる。既述のようにArchivesには今も貴重な資料が寄

贈され、その数を増やしている。たとえば、 2004年 3月には宋子文の残した書類が

彼の子孫によって新たに寄附され、その一部が「宋子文西安事変日記」として紹介さ

れて、西安事件の解釈に新たな手がかりを与えている (1人民網日本語版J2006年 12

月 11日)。

目下のところ、利用者がもっとも集中しているように見受けられるのは、 Chiang

Kai-shek Diariesである。蒋介石日記の公開については日本でも産経新聞をはじめとす

るマスコミやネット上に大きく取り上げられたが、同資料は2006年 3月に 1917-31

年分が、 2007年 4月に 1932-45年分が公開されたばかりのホットなアイテムである。

私がArchivesを訪れた日には、いつも 5人から 10数人の閲覧者が来ていたが、この

うちの半数以上が、日によっては私以外の全員がこの蒋介石日記を必死になって書き

写していた。ちなみに蒋介石日記の利用については別途に特別な規程が設けられてい

る。コピー機の利用やPCの持ち込みは禁止され、備え付けの用紙を用いた筆写のみ

が許可される。私自身は 1946-48年の内戦末期の日記にあたって確認したい事実があ

ったのだが、Archivesは 1945年以降の分については今後数年をかけて順次公開して

いくというスケジュールで3動いており、他日ーの課題とせざるをえなかった。

フーヴァー研究所のArchivesが持っている一つの特徴は、退役したアメリカの軍

人や外交官、会社員、そして渡米した国民党関係者や白系ロシア人から寄贈された歴

史資料を数多く所蔵しているところにある。第二次大戦末期から戦後の時期に焦点を

あてて紹介すると、軍人・国務省関係ではClairL.Chennault， Josef W. Stilwell， Stanley 

K. Hombeck， Albert C. Wedemeyerとし、った TheChina Buruma lndia Theaterに関わる

将軍達や、 DixieMissionを率いた DavidDean Barrett、MarshallMissionの参加者L閃

V.Ha汀is、EconomicCooperation Administration， Chinaの副チーフ RobertAllen Griffin、

Division of Far Eastem Affairsの関係者 StanleyK. Hombeckや MaxwellMcGaughey 

Hamilton、Officeof Strategic Servicesのチーフ NorwoodF. Allman Papers、国民党を支

援した軍事顧問FrankDom、海兵隊員JohnR. Chaisson等々、多数のコレクションが

収蔵されている。ただし、これら軍人・国務省関係の資料を活用した先行研究には分

厚いものがある。

自系ロシア人の問題についていえば、すでに触れたHooverInstitution Archives 

Holdings on China (収録コレクション398点)には 51点のロシア人コレクションが

含まれている。コレクション寄贈者の多くは、中国東北を経てアメリカへ移住した
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避難民である。本題から脱線するが、渡米者からの寄贈資料ということでは日系移

民に関連する資料も 42コレクションと数が多く、資料の分量が 100boxを越える大

型コレクションも散見される。これらの資料についてはHooverInstitution Archives 

Holdings on Japanese-Arneric，叩 ---Evaαωtionand Relocation， 1942-1945 (December 2004， 

A4 size， 7 pages)に一覧することができる。

私の最大の関心は、国共内戦の末期から 1950-70年代にかけて中国経済がどのよう

に破壊と復興と建設を繰り返していたかということにある。したがって、 Repartations

Mission to Japan (Pauley) ，Kia-ngau Chang， Edmund O.Clubb等のコレクションが一番

に気になった。 RepartationsMission to Japanは、中国東北へ進駐したソ連軍が行った

産業施設の撤去がどのようなものであったのかを記録するためにPauleyMissionが撮

影したあ点と、同 Missionが国民党から入手したソ連占領軍の様子を記録する 5点

からなる写真資料群である。写真はすべて中国東北で撮影されていた。記録写真は日

本や朝鮮で行われた調査に際しでも撮影されたはずであるが、同コレクションには含

まれていない。 A4サイズにほぼ等しい大きさで印画紙に焼き付けられた画像は鮮明

で、同写真群からは撤去のすさまじさが生々しく伝わってくる。多くの写真はアノレバ

ムの台帳からはがれ落ちてしまっている。このことは写真を痛めることなく複写する

上で好都合だったのだが、長期的には紛失や痛みを招来するのではなし、かと心配にな

った。

Pauley Missionによって撮影された記録写真に関連しては、 Calder，Alonzo Blandコ

レクションの中にTheUnited States Information Service， Hong Kongがソ連批判を行う

ために同写真群の一部を使って出版したWillRussia Help China's Econorny? (n.d.， Box 1) 

を発見した。 Calderは 1945-49年に重慶のアメリカ大使館、上海のアメリカ領事館で

それぞれFirstSecre旬旬、 CommercialAttacheとして働いていた外交官で、 45 boxも

の資料を残している。 Calderコレクションについては事前の予備知識を持たず、偶然

に閲覧を依頼してみたのだが、 boxの中からは、国民党が攻勢にたっていた 1946年 5

月の時点における国務省の対中楽観論に対して批判的な立場に立ち、さめた目で国民

党に対する分析を行っていた外交官の観測資料が見いだされ興味深かった。

蛇足ながら、 PauleyMissionに関わる写真としては、撮影を担当していた Captain

Marlin E. F enicalが個人的にアルバムを作成し、メンバーに配っている。証言を残

している RafaerGreenは、報告書の草稿を文法的に訂正していた Pauley付きの秘

書官であった (http://www.回 manlibrary.org/ oralhistl gre巴町'.htm)0 Greenはアルバムを

Independence (ミズーリ州)にある Ha町 S.Truman Library (NLHST)に寄贈しているが、

こちらについて私は未見である。

Chang， Kia-ngauコレクションは、日本の研究者には張公文書として知られている。

同資料については山本有造氏と井村哲郎氏の努力によって、日記部分をのぞくそのす

べてがマイクロフィルム化され、アジア経済研究所に所蔵されている。同研究所から

出版された解題目録 wr張公文書」についてj](所内資料、地域研究部No.6-2)は、オ
リジナル資料を所蔵している Archivesの目録よりもはるかに詳細で便利である。私
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もこれらを利用してきた一人であるが、オリジナル資料を手にしてみると、やはり読

み込む際の意気込みゃ時代状況に対して浮かんでくるイメージがひと味違ってくる。

いくつか新しい発見を手にすることができた。

Clubb， O. Edmuudコレクションは、 24年にわたって国務省につとめ、そのうちの

18年聞を中国で過ごしたアメリカ外交官の資料である。 Clubbは、国民党が東北の

奪回に成功しつつあった 1946年5月には奉天で、国民党が大陸での内戦に敗北した

1949年 10月には北平で総領事を務めていた。 Clubbは国共内戦末期の目撃者であり、

1952年に国務省を退職してからは 1980年代に至るまで中国史研究者、ロシア史研究

者、アメリカの対ベトナム外交を批判する外交評論家として活躍を続けた人物でもあ

る。九帳面に残された彼の私信を読んでいくと、 1952年には仕上げられていた Clubb

の「最初」の著作 Witnessand 1の原稿が、 10宇土を越える学術出版社や大学出版社か

ら次々に出版を断られ、彼が同書の刊行を先送りにして次作の執筆に取り組むこと

を余儀なくされていった苦しい事情が分かつてくる (Box9， File 2)。同書は 1974年

になって、つまり大著20thCentwμ: China (Columbia University Press， 1964)や China

& Russia; the“great garne" (Columbia University Press， 1971)そして China(New York 

Times， 1972)が成功をおさめた後になって、ょうやく ColumbiaUniversity Pressから出

版された。 Clubbは駐サイゴン領事であった 1941年 12月には、日米開戦にともない、

ハノイの地で当初はヴィシ一政権下のフランス当局、ついで日本軍の憲兵隊に拘束さ

れ、八ヶ月もの‘hardand uuusual throughout'な抑留生活を強いられた (Clubb，Witness 

andI，54-8ページ)0 1952年の国務省からの離脱がMcCarthy時代に受けた糾弾を契機

にしており、そうした追究を受けた要因が内戦末期の国民党に対する彼の批判的な姿

勢にあったということも知ることができた。私の不勉強を曝してしまうのだが、エリ

ート街道を歩んでいたのかと思っていた Clubbが実際には苦節の多い人生を経験して

いたのだということを生々しく知った時には、はっとさせられた。ちなみに嫌疑が晴

れたにもかかわらず失意のうちに国務省を辞職した Clubbは、後にNewsweek誌上で

‘But as things tumed out， my wife and 1 have had a rich s巴condlife'と語っている (Dec.6，

1976、Box1， File 1)。

Clubb， O. Edmundコレクションに限らず、 boxから取り出した手紙や写真をながめ

ているうちに、論文の材料としては迫力不足だが、心の機微に迫り、また知らず知ら

ずのうちに楽しさを覚えてしまう「小事」を発見することが度々あった。帰国後に提

出する報告書をどうするかという不安に駆られて一瞥したばかりの資料を返却してし

まうこともあったのだが、そうした発見に出会った時にはできる限り、いつかは何か

の役に立つ事柄であると考えるようにした。

ところでClubbはPauleyMissionの鞍山調査には同行しなかったが (Truman

Presidential Museum & Library， Oral History Interview with O.Edmund Clubb、h位:p://www.

佐umanlibrary.org/oralhist!clubb.htm)、1946年5月に国務省の指示を受けて製鉄所の施

設について様子を探っている。このときに Clubbが打った国務省宛の電文はCollege

Parkの国立公文書館 (TheNational Archives at College Park， Maryland， NARA II)に残
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されている。しかし、残念なことに、 Clubbコレクションや上記OralHistory Interview 

の中にはこの電文の内容に関わる資料・情報が含まれていない。この時期の国務省

の主要な中国関係資料はマイクロフィノレムの形で公刊されているが (ConfidencialU.S. 

State Department central files， China， People's Republic of China， intemal affairs 1945四1949，

Univers紅sityPublication of America， Inc.， 1985)、ここにも関連資料は見あたらない。

Clubbは鞍山の状況を中国人から得た伝聞情報として国務省に報告しており、現地に

は足を運んでいなかったのかもしれない。秋には国立公文書館にも足を伸ばして、周

辺資料を探索をしてみようと考えている。

(2007年7月27日脱稿、9月20日改稿)

追記:East Asia LibraryのNaomiKotake氏とArchivesのC紅01A. Leadenham氏には図

書館の利用について有益な情報を提供していただいた。また RaymonH.Mayers氏に

はA印刷V郎の利用について便宜をはかつていただいただけでなく、貴重な資料情報、

出版情報を教えていただいた。記して感謝し、たします。
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参考情報:文書館へのアクセスと資料のコピーについて

*アクセス:サンフランシスコを例にとればCalTrainでPaloAlto駅へ行き、そこ

から大学構内を走る無料のシャトルパス (Marguerite，A-Line) に乗り継いでHoover

に
υ
ー



Institutionに向かう。 BART沿線からであれば、サンフランシスコ空港駅の隣駅

Millbrae駅でCalTrainに乗り換える。 CalTrainは列車によって停車駅が異なるので注

意が必要である。構内シャトルにはいくつか路線があるので、運転手に行き先を告げ

るのが賢明である。初日は利用者登録のために写真付きの身分証明書 (ex.パスポート)

が必要である。

*コピー:複写料金は l枚 15セントで、枚数については各コレクション毎に 1学年

度 100枚以内という制限がある。複写機の性能はあまりよくない。利用規程には書か

れていないが、学年は9月1日を起点にしているので、この日の前後に作業を分割す

れば同一コレクションについても最多で200枚までの複写が可能になる。コピーした

資料の再複写や第三者への配布は禁止されている。この点については誓約書を提出さ

せられる。デジタルカメラによる撮影は、一般的には許されていない。論文や著書に

精細画像を使用する場合や3次元映像が必要な場合等に限って、 10枚までという条

件で特別に許可がおりることがある。スキャナーの持ち込みも禁止されている。

* Hoover研究所のArchivesとLibraryは学外者に対しでも利用日数に制約がないが、
Meyer Libra:旬、 GreenLibrary、AuxiliaryLibrary等他の大学図書館については、年間 7

日間という制限がある。これについても 9月 1日が起点となる。事前にターゲットを

絞っておくことが肝要である。大学図書館の利用者登録は GreenLibraryの入り口で

一括して行っている。私が実際に利用したのはGreenLibraryであるが、驚いたことに、

マイクロフィルム資料のプリントアウトは無料である。フラッシュメモリーやポータ

ブノレハード、ディスクを持ち込んでそこへダウンロードすることも認められている。ダ

ウンロードについてはDoeLibraη(UC Berkeley)でも問題なく認められたので、もは

や当たり前のサービスになっているといえるのかもしれなし、

(まつもと としろう.岡山大学)
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